
日

本

学

士

院

エ
ジ
ン
バ
ラ
公
賞
　
受
賞
者
　
　
駒こ

ま

　
形が

た

　
和か

ず

　
男お

専
攻
学
科
目
　
　
微
生
物
分
類
学
・
応
用
微
生
物
学

生
　
年
　
月
　
　
昭
和
　
三
年
一
二
月

略
　
　
　
歴
　
　
昭
和
二
三
年
　
三
月
　
　
盛
岡
農
林
専
門
学
校
農
芸
化
学
科
卒
業

　
　
　
　
　
　
　
同
　
二
三
年
　
七
月
　
　
東
京
大
学
農
学
部
研
究
生

同
　
二
九
年
　
二
月
　
　
東
京
大
学
応
用
微
生
物
研
究
所
職
員

同
　
三
三
年
　
八
月
　
　
文
部
技
官

同
　
三
五
年
　
四
月
　
　
味
の
素
（
株
）
入
社

同
　
三
五
年
一
二
月
　
　
農
学
博
士

同
　
四
三
年
　
九
月
　
　
東
京
大
学
応
用
微
生
物
研
究
所
助
教
授

同
　
五
三
年
一
二
月
　
　
東
京
大
学
応
用
微
生
物
研
究
所
教
授

同
　
五
六
年
一
〇
月
　
　
理
化
学
研
究
所
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
培
養
生
物
部
長
（
併
任
、
平
成
元
年
三
月
ま
で
）

同
　
五
六
年
一
〇
月
　
　
理
化
学
研
究
所
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
情
報
室
長
（
併
任
、
平
成
元
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
同
　
五
六
年
一
一
月
　
　
東
京
大
学
応
用
微
生
物
研
究
所
付
属
有
用
菌
保
存
施
設
長
（
併
任
、
昭
和
六
二
年
一
〇
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
平
成
　
元
年
　
四
月
　
　
東
京
農
業
大
学
総
合
研
究
所
客
員
教
授

　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
元
年
　
五
月
　
　
東
京
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
四
年
　
四
月
　
　
東
京
農
業
大
学
農
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　
同
　
一
一
年
　
四
月
　
　
東
京
農
業
大
学
客
員
教
授
（
平
成
一
六
年
三
月
ま
で
）

一
二



農
学
博
士
駒
形
和
男
氏
の
「
微
生
物
の
分
類
学

的
研
究
と
微
生
物
系
統
保
存
事
業
に
対
す
る

貢
献
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

　
微
生
物
は
カ
ビ
、
細
菌
、
古
細
菌
か
ら
ウ
イ
ル
ス
に
及
ぶ
、
肉
眼
で
は
観
察

で
き
な
い
生
物
の
総
称
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
人
類
は
、
酒
、
パ
ン
な
ど
を
つ
く

る
味
方
と
し
て
微
生
物
を
利
用
す
る
一
方
で
、
危
険
な
病
原
菌
と
の
厳
し
い
戦

い
を
続
け
て
来
た
が
、
近
年
は
そ
れ
に
加
え
て
、
地
球
環
境
の
維
持
に
微
生
物

が
果
た
す
巨
大
な
力
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
駒
形
和
男
氏
は
、

長
年
に
わ
た
っ
て
こ
れ
ら
の
幅
広
い
分
野
に
関
わ
る
多
様
な
微
生
物
に
つ
い

て
、
新
し
い
手
法
を
積
極
的
に
導
入
し
た
分
類
学
的
研
究
を
推
進
し
、
特
に
環

境
に
お
け
る
汚
染
物
質
の
分
解
者
と
し
て
重
要
な
グ
ラ
ム
陰
性
好
気
性
細
菌
群

や
、
ア
ミ
ノ
酸
発
酵
菌
と
し
て
産
業
的
に
重
要
な
コ
リ
ネ
型
細
菌
群
な
ど
の
系

統
分
類
に
つ
い
て
先
駆
的
で
重
要
な
成
果
を
上
げ
た
。
一
方
で
駒
形
氏
は
、
こ

の
よ
う
な
分
類
学
的
研
究
と
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
っ
て
、
基
礎
か
ら
産
業
利

用
に
お
よ
ぶ
微
生
物
研
究
の
基
盤
と
し
て
重
要
な
培
養
微
生
物
株
保
存
機
関
の

設
立
、
整
備
、
運
営
に
長
年
に
わ
た
っ
て
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
国
際
協

力
の
推
進
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

１
．
微
生
物
の
分
類
学
的
研
究

　
駒
形
氏
は
微
生
物
分
類
学
が
未
熟
だ
っ
た
一
九
五
〇
年
代
初
頭
に
、
ペ
ニ
シ

リ
ン
の
発
酵
生
産
の
前
駆
体
と
な
る
芳
香
族
化
合
物
を
酸
化
分
解
す
るP

seu-

dom
onas

属
細
菌
を
対
象
に
、
細
菌
分
類
学
の
研
究
を
始
め
た
。
土
壌
、
水
圏

な
ど
に
広
く
分
布
し
、
多
様
な
有
機
化
合
物
を
分
解
す
る
環
境
浄
化
の
能
力
に

よ
っ
て
注
目
さ
れ
る
こ
の
属
は
、
動
植
物
に
対
し
て
病
原
性
を
示
す
一
部
の
菌

が
臨
床
細
菌
学
、
植
物
病
理
学
の
分
野
で
も
別
個
に
研
究
さ
れ
て
、
同
じ
菌
に

別
の
種
名
が
与
え
ら
れ
る
な
ど
そ
の
分
類
は
混
乱
し
て
い
た
。
駒
形
氏
は
そ
れ

ら
の
性
状
を
多
角
的
に
比
較
、
体
系
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
菌
群
の
系

統
的
整
理
に
先
駆
的
な
貢
献
を
し
た
。

　
一
九
五
六
年
に
、
そ
れ
ま
で
小
麦
タ
ン
パ
ク
の
塩
酸
加
水
分
解
で
製
造
さ
れ

て
い
た
調
味
料
の
Ｌ-

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
を
大
量
に
発
酵
生
産
す
る
、新
し
い
細
菌

C
orynebacterium

 glutam
icum

が
発
見
さ
れ
て
製
造
法
の
大
転
換
が
起
こ
っ

た
。
わ
が
国
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
代
表
す
る
発
明
の
一
つ
と
さ
れ
る
こ

の
細
菌
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
種
名
が
乱
立
し
て
そ
の
分
類
学
的
系
統
も
不
明

で
あ
っ
た
が
、
駒
形
氏
は
細
胞
の
化
学
成
分
に
も
と
づ
く
化
学
分
類
学
の
手
法

を
い
ち
早
く
導
入
し
て
、
コ
リ
ネ
型
細
菌
と
総
称
さ
れ
る
新
し
い
大
き
な
菌
群

全
体
を
体
系
化
し
、
そ
の
中
で
生
産
菌
の
系
統
的
位
置
付
け
を
行
っ
た
。
ま
た

そ
の
研
究
を
通
し
て
、
細
胞
壁
、
菌
体
脂
肪
酸
、
呼
吸
鎖
キ
ノ
ン
な
ど
い
く
つ

か
の
細
胞
成
分
が
、
化
学
分
類
の
新
し
い
指
標
と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示

五
一



し
た
。
導
か
れ
た
分
類
体
系
は
、
遺
伝
子
の
塩
基
配
列
に
も
と
づ
く
現
在
の
系

統
分
類
を
正
確
に
先
取
り
し
た
も
の
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
駒
形
氏
は
、
酢
酸
菌
、
乳
酸
菌
な
ど
の
伝
統
的
な
発
酵
菌
群
や
、

油
田
深
部
地
下
や
穀
粒
を
は
じ
め
多
様
な
環
境
か
ら
分
離
さ
れ
る
微
生
物
に
つ

い
て
組
織
的
な
分
類
学
的
研
究
を
進
め
、新
し
い
微
生
物
種
を
発
見
す
る
な
ど
、

自
然
界
に
お
け
る
微
生
物
多
様
性
の
解
明
に
貢
献
し
た
。

　
以
上
、
環
境
か
ら
の
微
生
物
の
分
離
を
含
む
多
数
の
種
の
収
集
に
始
ま
り
、

そ
れ
ら
の
比
較
、
整
理
を
経
て
新
し
い
微
生
物
系
統
群
の
提
唱
に
い
た
る
駒
形

氏
の
体
系
的
な
取
り
組
み
は
、
微
生
物
分
類
学
に
新
し
い
展
望
を
開
く
も
の
と

し
て
国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
、
一
九
九
九
年
に
国
際
微
生
物
学
会
連
合

フ
ァ
ン
ニ
ー
ル
国
際
賞
、
二
〇
〇
五
年
に
は
バ
ー
ギ
ー
財
団
か
ら
バ
ー
ギ
ー
メ

ダ
ル
が
贈
ら
れ
て
い
る
。

２
．
微
生
物
系
統
保
存
事
業
に
関
す
る
貢
献

　
駒
形
氏
は
、一
九
五
四
年
に
東
京
大
学
応
用
微
生
物
研
究
所
に
設
置
さ
れ
た
、

わ
が
国
初
の
公
的
微
生
物
株
保
存
施
設
に
お
け
る
菌
株
の
収
集
・
分
類
・
保
存
・

分
譲
の
実
務
を
中
心
と
な
っ
て
推
進
す
る
と
と
も
に
、
広
く
基
準
株
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
国
内
諸
保
存
機
関
の
菌
株
整
備
に
貢
献
し
た
。

　
次
い
で
駒
形
氏
は
、
一
九
八
一
年
に
理
化
学
研
究
所
に
新
し
く
設
置
さ
れ
た

微
生
物
系
統
保
存
施
設
の
設
立
と
運
営
に
当
た
り
、JC

M

（Japan C
ollection 

of M
icroorganism

s

）
と
し
て
国
際
的
に
登
録
さ
れ
た
菌
株
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

微
生
物
分
類
学
の
研
究
活
動
を
基
盤
に
し
た
も
の
と
し
て
信
頼
を
集
め
、
現
在

で
は
新
種
発
表
の
た
め
の
菌
株
寄
託
機
関
と
し
て
原
核
生
物
で
は
世
界
二
位
の

実
績
を
持
つ
に
い
た
っ
て
い
る
。
同
氏
は
そ
の
活
動
と
並
ん
で
、
日
本
微
生
物

株
保
存
連
盟
の
会
長
と
し
て
、
わ
が
国
の
主
要
菌
株
保
存
機
関
を
網
羅
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
、
そ
の
国
際
的
活
動
の
推
進
に
尽
力
し
た
。

　
一
方
で
駒
形
氏
は
、 

各
国
の
菌
株
保
存
機
関
が
保
有
す
る
培
養
微
生
物
株
を

世
界
共
通
の
財
産
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
、
世
界
微
生
物
株
保

存
連
盟
（W

orld F
ederation for C

ulture C
ollections, W

F
C
C

）
の
理
事
に

一
九
八
一
年
に
選
ば
れ
、
そ
の
活
動
の
一
環
で
あ
る
世
界
微
生
物
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
を
理
研
に
招
致
し
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
と
各
国
保
存
機
関
を
結
ぶ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
先
導
す
る
な
ど
、
連
盟
の
発
展
の
た
め
に
多
く
の
貢

献
を
し
た
。
二
〇
〇
二
年
に
は
、
理
研
と
並
ん
で
現
在
わ
が
国
の
中
核
的
な
微

生
物
保
存
機
関
と
な
っ
て
い
る
生
物
遺
伝
資
源
セ
ン
タ
ー
（N

IT
E
 B
iological 

R
esource C

enter, N
B
R
C

）
の
設
立
に
当
た
っ
て
、
そ
の
方
向
付
け
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
と
は
別
に
、
ユ
ネ
ス
コ
に
お
け
る
微
生
物

分
類
学
と
系
統
保
存
事
業
に
関
わ
る
教
育
活
動
を
長
年
担
当
し
て
、
途
上
国
の

人
材
育
成
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
最
近
の
生
物
多
様
性
条
約
の
締
結
を
き
っ
か

け
に
、
微
生
物
資
源
の
利
用
と
管
理
の
重
要
性
が
国
際
的
に
一
段
と
重
視
さ
れ

つ
つ
あ
る
な
か
で
、こ
れ
ら
の
駒
形
氏
の
先
駆
的
な
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。

五
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以
上
　
駒
形
和
男
氏
は
、
車
の
両
輪
と
も
い
う
べ
き
微
生
物
分
類
学
と
微
生

物
系
統
保
存
事
業
の
二
つ
の
分
野
に
お
い
て
、
国
内
外
で
長
期
に
わ
た
っ
て
重

要
な
貢
献
を
す
る
と
と
も
に
、
微
生
物
多
様
性
の
意
義
と
重
要
性
に
つ
い
て
社

会
の
理
解
を
深
め
る
上
で
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
お
り
、
そ
の
業
績
は
日
本
学

士
院
エ
ジ
ン
バ
ラ
公
賞
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
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